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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成30年7月5日(2018.7.5)

【公開番号】特開2017-220092(P2017-220092A)
【公開日】平成29年12月14日(2017.12.14)
【年通号数】公開・登録公報2017-048
【出願番号】特願2016-115308(P2016-115308)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   8/65     (2018.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  16/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ    9/06     ６３０Ａ
   Ｇ０６Ｆ   13/00     ５３０Ａ
   Ｂ６０Ｒ   16/02     ６６０Ｕ

【手続補正書】
【提出日】平成30年5月22日(2018.5.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の車両用電子制御装置（以下ＥＣＵと称す）のうち記憶されたプログラムの更新用
ファイルが更新対象とされたＥＣＵによるリプログスレーブ（ＲＳ）と、
　車両ユーザにより操作可能な端末（５、４６）からの要求に応じて前記更新用ファイル
を前記リプログスレーブに送信し当該リプログスレーブに記憶されるプログラムを更新制
御するリプログマスタ（ＲＭ）と、
　前記更新用ファイルの更新処理の進捗状況を判定する判定部（ＲＭ、３６、Ｕ３、Ｙ２
、ＲＳ、４１、Ｙ１１）と、
　を備えた車両用システム（１）に構成され、前記リプログマスタ（ＲＭ）として機能す
る車両用装置であって、
　前記判定部により判定された前記進捗状況を取得する取得部（３６、Ｕ３、Ｙ２；４１
、Ｙ１５）と、
　前記取得部により取得された前記進捗状況を報知媒体（３、５ａ、３８、４６）に報知
指令する報知指令部（３６、Ｕ５；４１、Ｙ１６）と、
　前記車両ユーザに操作された前記端末（５）の車両からの距離を特定する距離特定部（
３６、Ｖ１）と、
　前記特定部により特定された距離に応じて前記端末が車両周辺に存在するか否かを判定
する存否判定部（３６、Ｖ２）と、をさらに備え、
　前記報知指令部は、前記存否判定部により車両の周辺に前記端末が存在しないと判定さ
れたときには前記端末を報知媒体として報知指令する車両用装置。
【請求項２】
　複数の車両用電子制御装置（以下ＥＣＵと称す）のうち記憶されたプログラムの更新用
ファイルが更新対象とされたＥＣＵによるリプログスレーブ（ＲＳ）と、
　車両ユーザにより操作可能な端末（５、４６）からの要求に応じて前記更新用ファイル
を前記リプログスレーブに送信し当該リプログスレーブに記憶されるプログラムを更新制
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御するリプログマスタ（ＲＭ）と、
　前記更新用ファイルの更新処理の進捗状況を判定する判定部（ＲＭ、３６、Ｕ３、Ｙ２
、ＲＳ、４１、Ｙ１１）と、
　を備えた車両用システム（１）に構成され、前記リプログマスタ（ＲＭ）として機能す
る車両用装置であって、
　前記判定部により判定された前記進捗状況を取得する取得部（３６、Ｕ３、Ｙ２；４１
、Ｙ１５）と、
　前記取得部により取得された前記進捗状況を報知媒体（３、５ａ、３８、４６）に報知
指令する報知指令部（３６、Ｕ５；４１、Ｙ１６）と、
　車両ユーザの乗車／降車状態を特定する乗車降車状態特定部（３６、Ｖ４）と、を備え
、
　前記報知指令部は、前記乗車降車状態特定部により車両ユーザが乗車中であると特定さ
れると車両に搭載された車載表示装置（４６）を前記報知媒体として報知指令する車両用
装置。
【請求項３】
　複数の車両用電子制御装置（以下ＥＣＵと称す）のうち記憶されたプログラムの更新用
ファイルが更新対象とされたＥＣＵによるリプログスレーブ（ＲＳ）と、
　車両ユーザにより操作可能な端末（５、４６）からの要求に応じて前記更新用ファイル
を前記リプログスレーブに送信し当該リプログスレーブに記憶されるプログラムを更新制
御するリプログマスタ（ＲＭ）と、
　前記更新用ファイルの更新処理の進捗状況を判定する判定部（ＲＭ、３６、Ｕ３、Ｙ２
、ＲＳ、４１、Ｙ１１）と、
　を備えた車両用システム（１）に構成され、前記リプログマスタ（ＲＭ）として機能す
る車両用装置であって、
　前記判定部により判定された前記進捗状況を取得する取得部（３６、Ｕ３、Ｙ２；４１
、Ｙ１５）と、
　前記取得部により取得された前記進捗状況を報知媒体（３、５ａ、３８、４６）に報知
指令する報知指令部（３６、Ｕ５；４１、Ｙ１６）と、
　車両ユーザの乗車／降車状態を特定する乗車降車状態特定部（３６、Ｖ４）と、を備え
、
　前記報知指令部は、前記乗車降車状態特定部により車両ユーザが乗車中でないと特定さ
れると前記車両ユーザに操作された端末（５）及び前記ＥＣＵに搭載される表示器（３８
）を前記報知媒体として報知指令する車両用装置。
【請求項４】
　請求項１から３の何れか一項に記載の車両用装置において、
　前記報知指令部は前記進捗状況と共に車両の走行可否情報を報知媒体に報知させる車両
用装置。
【請求項５】
　請求項１から４の何れか一項に記載の車両用装置において、
　前記判定部をさらに備える車両用装置。
【請求項６】
　請求項５記載の車両用装置において、
　前記判定部は、前記リプログマスタが前記リプログスレーブに送信した送信データ量に
応じて進捗状況を判定する車両用装置。
【請求項７】
　請求項５または６記載の車両用装置において、
　前記リプログスレーブが複数のＥＣＵを対象としているときには、
　前記判定部は、前記複数のＥＣＵのうちのＥＣＵへの送信終了個数に応じて進捗状況を
判定する車両用装置。
【請求項８】
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　請求項５から７の何れか一項に記載の車両用装置において、
　前記判定部は、送信処理された前記更新用ファイルの個数に応じて進捗状況を判定する
車両用装置。
【請求項９】
　請求項５から８の何れか一項に記載の車両用装置において、
　前記判定部は、前記更新用ファイルのデータ量に応じて書換完了予測時間を算出し、当
該算出された書換完了予測時間に対する書換開始からの時間を用いて進捗状況を判定する
車両用装置。
【請求項１０】
　請求項１から３の何れか一項に記載の車両用装置において、
　前記リプログスレーブ（ＲＳ）が、前記判定部（Ｙ１１）を備え、
　前記判定部は、前記リプログスレーブの受信データ量に応じて進捗状況を判定する車両
用装置。
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